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［亭婁論文】

化粧行為からみるコミュニティ参与

一対話的手法を用いて一

はじめに

本研究では，化粧をめぐる行為と意識の多

様性を明らかにし，個人の化粧に対する，集

団（コミュニティ）の影響を検討する。その

ため，国公立大学に通う女性9人を対象にイ

ンタピュー調査を行い，分析した。

1章では，先行研究と本研究の目的を述ペ

る。化粧行為に関する先行研究は幅広いが，

中でも，化粧史，化粧心理学，フェミニズム

に焦点を当てる。 2章以降では，国公立女子

大生へのインタピュー結果を分析し，考察を

加える。2章では，インタピュー対象者（以下，

対象者と称する）の化粧行為の実態と化粧意

識をポーラ文化研究所のアンケート調査と

比較し，分析する。それによって，同年代の

女性全体の傾向と比較した場合の，対象者の

立ち位置をある程度明らかにすることがで

きる。 3章では，インタピューの語りをもと

に，対象者の化粧行為と化粧意識について分

析し， 4章では，就職活動時および社会人と

しての化粧規範について検討する。就職活動

を行う学生が触れるメディアにおいて，どの

ように化粧が言及されているか確認し，そこ

で語られる化粧と実際に社会人女性が行う

化粧の相違を確認する。そして，そのような
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化粧規範の意味と化粧の意味について検討

する。

ここでいくつか本文で用いる語の定義を

しておく。「化粧」は顔に施すメイクアップ

を指す。「メーク」「メイク」は「化粧」と同

義で用いる。本文中では原則として．「化粧」

を用いるが，例外として．引用文献やインタ

ピューにおいては「メーク」「メイク」が用

いられた場合．そのまま引用する。前述に従

い「ナチュラルメーク」の表記を用いる。こ

れは派手でなく．自然に見えるように（厚化

粧に見えないように）作り込まれた．健康的

で清潔な印象を与えることを目指した化粧

方法をいう。「化粧意識」は．化粧行為にと

もなう心理を指す。「化粧規範」は化粧につ

いて．こうあるべきと決められていることを

指す。「コミュニティ」は．複数人の人の集

まり全てを指すこととする。そのため．学校

での友人関係や社会も「コミュニティ」と称

する。「コミュニティ」と「周囲の人間関係」

を同じ文脈で使用した場合，「コミュニティ」

は，「周囲の人間関係」を内包した，それよ

り大きな集団を指す。学校全体と自分の友人

の対応関係がその例である。「ルール」は「規

則」と同義で用いる。明文化された決まり事

を指す語であり，本稿もそれに従う。ルール

は罰則をともなうことが多い。「規範」はル



ールがコミュニティの構成員に内在化され

た．価値墓準やあるぺき理想形を指す。ルー

ルと規範が重なる場合もある。

1. 先行研究の閾●と本研究の目的

(1)先行研完レビューによる鴫らかにすぺき

閏■の所在
化粧研究は．多岐にわたる分野で行われて

きた。そこで．本稿では文化という点から研

究史を検討する。日本において化粧を文化と

して研究し始めたのは, 1976年に設立され

たポーラ文化研究所であるとされている。

1980年代から．大坊や村澤などの多くの研

究者が．既存の心理学のフレームから化粧心

理学という分野を定義し．化粧意識や化粧の

もたらす効果を明らかにしてきた。松井ら

[1983]は．化粧は「変身願望」．「創造的楽

しみ」．「周囲への同調」．「社会的役割の適合」

が目的であるという。南 [1991]は．化粧の

通過儀礼としての役割に触れ．村澤 [2001]

は．欠点を「隠す」ことと自己表現して「見

せる」ことが化粧の二大機能であると述ぺた。

大坊 [2004]は．化粧を社会的スキルとみな

し．その心理的な働きは．「自己満足感と対

人的な効用といえる役割遂行」．「自己呈示を

通じてなされる自尊心の向上」．「他者からの

評価向上による満足感」であるという。遠藤

[2011] は自己呈示機能に注目し．阿部ら

[2011]は，化粧の高揚と鎮静の作用が公私

の切り替えに寄与していると示唆した。その

他．様々な研究があるが，化粧の目的は対自

的動機と対他的動機に分けられ，その機能は

欠点を隠すことと自己表現であるとまとめ

られる。

図 1 化粧行為の目的・効果マトリックス

化粧心理学の研究や化粧分野研究の流れ
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を受け, 2005年には化粧文化研究者ネット

ワーク 1が活動を開始し．企業と協同して化

粧を多角的な視点から研究しようと試みて

いる。

これら一連の研究は．化粧の効用や化粧意

識のポジティプな面を明らかにすることに

寄与する一方．量的研究や文献研究の手法を

取るものが多く．化粧行為の多様性や両義性

を明らかにするには不十分であった。

図 2 多様性検討に対する量的研究への限

界

1980年代から，フェミニズムにおいて女

性の美は，男性社会によって作られた性的役

割であり，それを求めるのは抑圧であると化

粧のネガティプな面が指摘されてきた（フリ

ードマン[1994], ナオミ[1994])。

「美しくあれ」という規範を社会問題とし

て取り上げる著作は， 2000年代初め頃から

見られるようになる。例えば，石井 [2003]

は，美しい人ばかりが得をしているという不

平等な感覚のある社会を「肉体不平等社会」

と呼び，鈴木 [2006]は，女性は美しさを目

指すぺきであるという「キレイ・イデオロギ

ー」［鈴木 2006: 11]の苦しさに注目した。

化粧は，本来，どのような条件下で行うか

によって同一人物においても捉え方が変わ

るものであり，また行為者ごとに実践の仕方

の異なる個人的な体験である。それ故，化粧

を良いもの，悪いものとして分ければ実態が

見えなくなってしまう。そこで，本研究では

校則と社会規範の間にいる大学生を対象に，

化粧行為の実態と化粧意識を明らかにし，化

粧規範の意味について検討することを目的

としたインタピュー調査を行う。化粧を個別

具体的な体験として扱うことで，多様な化粧

観を得られれば，「女性が化粧をすることは

当たり前」という社会の圧力に対し，より自

分らしくあることに貢献できるのではなか

ろうか。
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(2)本研究の目的

本研究の目的は．高校の校則（「化粧はし

てはならないもの」）と社会人の規範（「化粧

はしなくてはならないもの」）の間で揺れる

大学生である彼女らの言葉を拾い上げ，(1)そ

のような人達の化粧行為の実態と化粧意識．

(2)どのようにして「化粧をすることが当たり

前だ」という価値観が形成されていくのかの

2点を明らかにし， (3)化粧規範の意味につい

て検討することである。

木戸 (2015]は化粧行為の当事者が抱く実

感に即した知見を得る必要性から質的研究

の重要性を主張し．ナラティプアプローチに

よる研究を試みた。他者との関係において化

粧を捉えるのではなく．自己と化粧を行う場

（「宛先」）との媒介になりうる「対話的」な

ものとして化粧を捉え．化粧（する・しない）

の選択について．インタピューを行っている

が．化粧しない選択や行為者の心理面にあま

り踏み込んでいない。本稿では．化粧を場合

によって．行為者にとって両義的なものと捉

ぇ．化粧（する•しない）の選択を行う状況と．

選択にともなう心理的変化に注目した。木戸

の指摘に賛同し．インタピューによる質的調

査を試みたものではあるが．以上の点で異な

る。

インタピュー形式と対象者の属性概要は

以下の通りである。

表1 インタビュー概要

対象者は,2017年現在．国公立大学に通っ

ている。「する／しない」「好き／好きでない」

といった化粧行為に対するスタンスが不安

定な人が 7人．明確に「する」「好き」と答

えた人が2人であった。この 2人は予備調査

時に化粧行為に対する葛藤はないと答えて
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おり．高校時に．普段から化粧を行っていた

ため，前の 7人と少し属性が異なる。とはい

ぇ．校則（「化粧はしてはならないもの」）と

社会人規範（「化粧はしなくてはならないも

の」）の間にいる大学生という点では同じで

ある。より多面的に女子大学生の化粧行為の

実態を明らかにできると考えたため．この 2

人も分析に加えている。次章では．ィンタピ

ュー結果を集計し．先行するアンケート調査

との比餃を交えて分析する。

2. インタビュー分析（戴●から）

(1)1il年代女性とインタビュー対象看の比載

ポーラ文化研究所は,2007年から 2017年

現在まで．「女性の化粧行動・意識に関する

実態調査」（以下．ポーラ調査）を行ってい

る。これらと著者が行ったインタピュー調査

のデータを比較し．同年代の女性と比ぺた対

象者全体の特徽を確認する。

2008年から 2012年までの調査項目にある

「メークを行うことへの好意度」を経年比較

し,2008年の調査から「メークを行っている

理由」「目指すメークイメージ」‘を,2017年

の調査から化粧習慣についてのデータを抽

出し．比較していく。

ポーラ調査は．調査会社を通して．インタ

ーネットを介して行ったアンケート調査 Jで

あり．首都圏在住の 15-64歳の女性1500人

が対象である。性別．年齢以外の情報が不明

な状態で得たサンプルから更に無作為抽出

を行うことで．首都圏の女性の化粧行為・意

識を調査できている。首都圏外であっても．

国内であれば．同じメディアや商品に接して

いる可能性が高いため．この調査結果を．国

内全体の女性の化粧行為傾向とみなしても

さほど問題はない。本研究の調査はサンプリ

ング方法も数もポーラ調査と異なるため．そ
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のまま対応させて比較することは困難だ。し 答えた人が 6人．「嫌い」と答えた人が 1人

かし．上記の理由から．これらを比較するこ だった。ポーラ調査の「やや好きである」と

とによって．化粧行為における対象者の国内 「あまり好きではない」のどちらかを．答え

の女性の中での立ち位置に対し．示唆が得ら るときの気分で選択する人たちといえよう。

れるのである。以下，特に断らない限り表の

出典はすぺてこのポーラ調査である。

[l]化粧意識

化粧への好意度は，年代＇と職業別’で分

け，「非常に好きである」「やや好きである」

「あまり好きではない」「非常に好きではな

い」の項目ごとに割合を出し，前者2項を「メ

ークが好きな人」残りの2項を「メークが好

きではない人」と分けている。対象者の年代

と一致する 20~24歳のデータ’と対象者の

データを比較する。

褒2 化粧好童度

表2のデータを見ると．過半数が「メーク

が好きな人」である。しかし．この分類では．

化粧が好きなときも嫌いなときもある人の

割合はわからない。

対象者は．「好き」と答えた人が1人．「好

きでも嫌いでもないが面倒」「好きなときと

嫌いなときがあり．場合によって変わる」と
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表8 普段メーク実篇珊由

表3より．「自信をもちたい」と「周りか

ら良く思われたい」割合が低いことから．対

象者は同年代の女性と比ぺ．他者をあまり気

にしない傾向があるといえる。「周りから外

れたくない」割合に差がなく．「個性を表現

したい」割合よりも「TPOに合わせるため」

と「仕事や業務に必要」の割合が高いことか

ら．化粧の第一義を身だしなみと捉えている

ことがわかる。化粧の肌の保護の役割は意識

していない。「周りから良く思われたい」と

「気持ちを変えたい」と「イメージチェンジ

したい」の割合から化粧を戦略的に自己呈示

の道具として用いてはいないといえる。

(2)化粧習慣

2017年調査とインタピュー結果を比餃す

る。

衰4 化粧頻度
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化粧頻度について．ポーラ調査は毎日．ほ

ぼ毎日．ときどきメークする人を合わせて

8896としている。その基準に従うと対象者の

約9割が化粧していることになり．ほぽ一致

する。

表5 化粧1こかける時間

化粧にかける時間は．対象者が少し短いが．

どちらも 15分前後の化粧時間の人が最多で

ある。

表6 化粧時アイテム使用率

全体的にポーラ調査よりもアイテム使用

率が低い。対象者のアイテム使用率が．ポ

ーラ調査の使用率を超えたのは.2項目

で．「口紅」と「フェイスパウダー」であ

る。使用率が5096を超えたアイテムは．多

い順に「口紅」「アイプロー」「アイシャド

ー」「チークカラー」「フェイスバウダー」

「ファンデーション」「アイライナー」であ

る。「フェイスカラー」「コントロールカラ

ー」などの使用率も低いことから．肌を作

り込んでない。対象者は基本的なアイテム

を使い．特別な化粧をしていないといえ

る。

化粧品の購入場所としては．対象者のほぼ

全員がドラッグストアで化粧品を購入して

いる。 ドラッグストアで売られる化粧品は．

一般に“プチプラ 7コスメ”と呼ばれる 1000

~2000円の商品がほとんどである。「化粧品

にお金かけるくらいなら趣味に使いたい」と

いう発言もあり．化粧品にコストをかけた＜

ないのだと推察する。

(2)インタビュー対象看の化麓環墳と童●

[1)化粧習慣を形成する環境

松井ら[1983]は．友人などの重要他者か
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らのフィードバックが化粧行動を規定する

と指摘した。友人や恋人と化粧行為の関係

については先行研究が見られるが．家族の

化粧との関係を調査したものは少なく．こ

の点については 3章で詳しく見ることと

し．ここでは大学での人間関係についての

み述ぺる。大学では．学科の友人・サーク

ルや部活の仲間と過ごす人が多く．学科を

越えた付き合いや．高校時代の友人との頻

繁な交流はなかった。また．対象者が属し

ていると感じているコミュニティにおい

て．「化粧する人が多い」と答えた人と．

「化粧しない人が多い」と答えた人．また

「人による」と答えた人はそれぞれ同じ割

合であった。 それぞれの環境で．素顔で

も「許容される」と答えた人は 5名いる。

それは．普段基本的に化粧しないと答えた

人が多かった。また，「人による」と答えた

人 (2名）は．仲のよい人や人間関係の構

築できている人であれば素顔で大丈夫だと

思うと述べた。周りが化粧しているかどう

かよりも．素顔でいても許容されるかどう

か．すなわち．素顔でいることが不利益に

ならならないかが化粧行為に影響するとい

える。

[2]化粧意識

〇他者のまなざし

他者の目を気にするかとの問いに対して

は．「気にしない」と答える人が半数をこえ

た。同様に．素顔を見られても構わないと答

えた人も半数をこえている。よって．対象者

はあまり他者の目を気にしておらず．また．

素顔の状態にあまり抵抗がないとわかる。

〇化粧しなければならない感覚

対象者のうち．約8割が大学生は化粧をす

るものだと思っていた。しかし．実際に行う

かには個人差があった。対象者のうち約7割

の人が「化粧しなければならない空気」を感

じており．そのうちの約7割が「それを感じ



ると化粧が嫌になる」と答えている。「化粧

しなければならない空気」を感じた対象者は

全員．就職活動を経験しており．日常の大学

生活やアルパイト時よりも就職活動におい

てその空気を強く感じたと答えた。

ここまでインタピュー結果を数値化し．対

象者の現在の化粧行為の特徴をみてきた。同

年代の女性と比較して．対象者全体としては

化粧頻度に差はないが．かける時間が少し少

ない。基本的なアイテムを使用し．無難に．

見ている人が化粧をしているなと感じさせ

る程度の化粧を目的に化粧をする。化粧は好

きなときと嫌いなときがあるが．基本的には

面倒だと感じている。対自的というより．対

他的に化粧を行っている。化粧しないと選択

するのは「しなくていい言い訳」が成立する

ときのみである。化粧行為に心理的負荷がか

かる人が多い。化粧方法にこだわりはなく．

必要に応じて主に道具の使い方をインター

ネットで検索して学ぶ。周囲の人間の影響で．

化粧を始めた人が多い。家族の化粧行為のう

ち．ネガティブな面が受け継がれやすい可能

性があった。素顔の状態にあまり抵抗はなく．

所属コミュニティで，素顔でいることが不利

益にならない場合．化粧（する・しない）をそ

のときの気分で選択できていた。多くの人が

化粧しなければならない空気を感じており．

全体の半数がそれに対して抵抗感を示して

いた。その空気は就職活動において強く認識

されるものである。

対象者は．大学生になったら化粧するもの

だと思っているが．実際の行為には個人差が

見られる。このような差を生んだ原因につい

て考察する。

(3)化載行為をする／しない遍択

表7 化粧を姶めた時期

表8 高校時の化粧行為
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そのために．化粧を始めた時期および高校

における化粧をめぐる環境についてたずね

た（表7, 8)。就職活動をした 5人全員が

就職活動時に「化粧していない人は周りにい

なかった」と答えている。「これから就職活

動をするとしたら化粧するか」と学部2年の

2人に聞いたところ．「すると思う」と答え

た。行った化粧について．就活メークと呼ば

れるナチュラルで健康的に見せることを意

識した無難な化粧を行ったのが3人，普段通

りの化粧をしたのが2人であった。普段通り

の化粧をした人は．自分の化粧を「薄い化粧」

「派手でない」と思っており．行った化粧は

就活メークと差がない。遠藤[2011]は．就職

時の外見がイラスト等で指示され．マニュア

ル化されており．就嗽活動を行う人の間で化

粧行為に差はないのではないかと予想した。

また．「学生という身分でありながら社会人

としての行動規範に従う意識が強く反映さ

れている」と指摘している。本調査の結果は

遠藤[2011]の指摘と一致する。

以上の結果は．化粧（する・しない）のス

クンス切り替えには．校則と就職活動の影

響があることを示している。高校時に化粧

をした人たちは．校則で化粧が禁止されて

いないか．周りがしていたため．化粧し

た。化粧行為が当然だと考えており．抵抗

はない。化粧をしなかった人たちは．校則

が厳しいか．緩くても校則を守ろうとする

タイプであった。大学は．化粧が校則で禁

止されておらず．するか否かを自分の意志

で選択できる状態である。対象者のうち．

就職活動をした人全てが．それまで化粧を

していなくても化粧した。“化粧しなければ

ならない空気”が就職活動にあると答えた

人は多く．「化粧しないことで．常識のわか

っていない人間だと思われるのではない

か」という発言もあった。片瀬 [1997]

は．業績性志向の強い女子学生ほど．化粧

やファッションに関心が高いという傾向が

あるという。彼女たちは．自分の評価を下
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げないために化粧を行っていると考えられ

る。

3. インタピュー分析（霞りから）

この章では．インタピューの語りから．対

象者の化粧行為を〈校則と化粧〉〈所属コミ

ュニティと化粧〉〈就職活動と化粧〉〈見られ．

語られる顔〉に分けて分析する。

(1)校剛と化麓

[l]校則の理不尽性

M.M. の高校は自由な校風だったが，「身な

りについてはものすごく厳格」だったという。

冬場のタイツすら禁止されていた。校長が変

わり，服装規定が更に厳格になると，バレー

ポール大会や学祭などの特別な日の化粧も

禁止されていった。 M.M.は化粧など，自身

を飾ることに興味がなかったが，校則につい

ては不満があった。「なんでストッキングだ

けなんだよ，なんでタイツ駄目なんだよ」と

思ったが，担任から「まぁ億もさぞかし寒い

だろう．つらいだろうと思うけど．そう決ま

っちゃったもんだから，仕方ないから従って

くれ．すまんな」と言われ．それ以上何も言

えなくなった。雪の降る地域の子が．何度も

先生に訴えたが．防寒具は許可されなかった。

S.N. の学校の校則は緩く．厳しい先生もあ

まりいなかったため．「ヤンキーたち」は化

粧していた。「校則で決まっていることをき

ちんと守る子は多かった」ようで，彼女もそ

の1人である。だが，校則については「なん

だそれ」と思っていた。

ルールで決まっているというのもわか

らなくはないんだけど．じゃあ．なんでそ

んなルールなの？って聞いたときに．「あ

りのままの姿が美しい」みたいな返事をさ
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れると．「は一？」って思う（笑）。なんなん

だ．“ありのままの姿”って。それなら．明

日から．髪を 1メートルに伸ばして来てや

ろうかって思う。髪の“ありのまま”はい

けないのか。お前のいう“ありのまま”は．

お前の好きな“ありのまま”だろって感じ

がする。

と在るぺき姿の押し付けに憤るが．それを学

校側に対して言わなかった。成績のことを考

えると言いづらく．そもそも「あんまり言え

るようなタイプではなかったかもしれない」

という。「子供の頃は先生イコール絶対って

子供」であり．抵抗することへのハードル自

体が高かった。

[2]制限の中での身だしなみ

M.M. の学校の生徒は大人しい人が多く．

校則に露骨に反発する人はいなかったが，隠

れて校則違反する人はいた。 M.M.は．「“ば

れなきゃいいや”を．ばれるまで隠すのも面

倒だったから．ずっとしてなかった」と述ペ

た。隠れて校則違反する人たちは．見つから

ぬように不自然な動きになるため．すぐ見つ

かり．指導（「説教」）された。それについて．

M.M. は「本当にあれは面倒だった」という。

彼女は常に校則や服装規定を守り続けたた

め．「どうしてわざわざ怒られるようなこと

をするんだろう」と不思議がっていた面が強

＜．その中には．叱られる人々への蔑みがあ

ったと思うと語った。隠れて違反する人だけ

でなく．許可されている黒のヘアピンをバッ

の形に重ね付けするなど．規則の範囲内でお

洒落をする人もいた。そういう人たちに対し

ては,M.M. は「怒られないし．通人っぼく

ていい」と好ましく思っていた。

E.K. の高校は，校則が厳格で化粧も禁止だ

ったが．周りは隠れて化粧していたという。

彼女は．中3の修学旅行のときに同じ部屋に

泊まった．いつも一緒にいるグループではな

い子の化粧を見て．化粧に興味を持った。日



常的に．マスカラなどの「ばれない程度の化

粧なら．みんなしてた」ようだ。人によって

は．ファンデーションやアイシャドウまで塗

っていた。「普通に.r今日はちょっと化粧し
てる一Jみたいな．う一んぎりぎりって。そ

んな感じだったよ（笑）」と語った。グループ

を越えて．化粧に興味のある人はお互いに意

識しあっていたらしい。そのような中で．

E.K. は化粧に興味はあったが．実際には．ぁ

まり化粧をしなかった。通学に時間がかかり．

化粧する余裕がないこと．徒歩通学のため化

粧しても通学途中で落ちることが理由とし

て挙げられた。すなわち．化粧するメリット

より．化粧しないことで得られるメリットの

方が彼女にとっては大きいものだった。

[3]校則で化粧が禁止されていない場合

M.S. と M.U.は．校則の服装規定がなく．

全体として化粧を行う人が多い学校に通っ

ていた。自身も化粧を行う人が多いグループ

に所属していたという。

M.S. は．「茶色に染めたい！ビアスいっば

い開けたい！みたいな感じだった。（略）周り

もしてたし．周りより華美にしたかった」と

述ぺた。また．赤．ピンク．紫．青など．様々

な色の“なんちゃって制服..を所持していた。

外見に非常に気を遣っていた様子がうかが

える。

M.U. の高校は．服装規定がなかったが．部

活ごとに制限がある場合があった。 M.U.が

マネージャーをしていた部活も染髪は禁止

されていた。彼女は髪を染めはしなかったが．

ずっとバーマを当てていたという。化粧は．

顔色をよくする程度に行っていた。友人には，

クラスで目立つタイプの．明るい運動部の子

が多く．化粧をしていた子が多かったという。

学校終わりに友人と食事するときに，友人同

士で化粧をし合うこともあった。また．「（高

校生になって）一気に（化粧）する子が増えて．

（略）ちょっとマスカラ塗ってみたりとか． し

てる子が多かったから．校則が厳しくっても
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自然としていたかもしれない」と述ぺた。

R.S. とY.A.の学校も服装規定がない。R.S.

の学校は，フルメイクをする人もいれば，し

ない人もいる状況だった。彼女は生徒会や演

劇部に所属し，普段から化粧をしない真面目

そうな人たちと一緒にいたため，化粧しなか

った。Y.A.の学校は，全体として素朴な人が

多く，外見より中身で勝負する雰囲気であり，

例外的に軽音部の人が化粧するくらいだっ

たという。

対象者は．化粧禁止の校則がある場合．学

校で化粧せず．校則がないと周りの環境に合

わせて化粧（する・しない）を選択していた。

対象者の中で校則を守る人は．反発するメリ

ットがないため守るか(M.M./Y.0./H.Y.

/E.K.), 自分に不利益があることを恐れて

守るか(S.N)であった。違反しても．「ばれな

い程度」に行っていた。また,M.M. の発言

から．校則を守っている人は．校則を守らな

い人を下に見る場合があるといえる。

服装規定が厳しければ．基本的には化粧し

ないこと．個人の化粧行為には学校全体の雰

囲気よりも自分の周囲の人間（特に友人）の方

が大きく影響することがいえる。廣岡・横矢

[2006]は．良好な友人関係が．規範意識にネ

ガティプな影響を与えることを指摘してい

る。化粧行為においても．友人関係がそのよ

うな影響を与えた可能性がある。

校則がない状態での化粧行為はどのよう

なものか。所属コミュニティに焦点を当て．

インタピューをみていく。

(2)所属コミュニティと化麓

[1]家族の影響

就学以前に関わりの深いコミュニティは．

家族である。ここでは．家族の化粧行為が対

象者にどのような影響を与えたかみていく。

まず．家族の化粧行為を見て．興味を持っ
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た人の語りである。 る人なの。ママが．仕事に行くときに．化

S.N. は姉の化粧について．「整形？みたい 粧して，気持ちを切り替えているのを見て

な」「派手な化粧はしないけど．そんな顔だ いたから．化粧が私にとってオンとオフの

つけ，みたいな」仕上がりで，「当たり前に 切り替えだっていうのは．そこから来てい

お姉さんの顔は違った」と笑いながら述ぺた。 るのかもしれない。憧れというか，いいな

「すごいな，塗り絵みたいだな」と思う反面， 一私もしたいなっていう気持ち。

「めんどくさそうだなと思ったことはある

かもしれない」という。 S.N.は化粧を「顔面

工作」だといい，作品を作る楽しみがあると

述ぺていた。姉の化粧を「塗り絵」と表現し

たことから，彼女の化粧観は小さい頃に見た

姉の“変身”に由来するといえる。

M.Sは小さい頃，母親の「リカちゃん人形」

だったという。

ダンスを習っていたから．その発表会の

ときには，化粧するんだよ。化粧品とかも

家に揃ってるの。で．お母さんが（略）「あ

れ着なさい」「これ着なさい」って，リカち

ゃん人形にするみたいに色々着せてくる

んだけど．そういうときに．たまに．マス

カラだけしなさいとか言われることがあ

って。マスカラだけしたら可愛いから．し

なさいって。だから．化粧するきっかけは．

お母さんが与えてくれたと思う。

母親が結構化粧品を使わせてくれるなど．彼

女の周りには化粧する環境が整っていた。し

かし．自主的に化粧したきっかけには．母親

より周りの友人の影響が大きかったと述ペ

た。

M.U. は．「ママがすごい（化粧）好きで．元々 。

そこで．私も好きになった感じがある」と述

ぺた。彼女は．化粧は楽しいもので．気持ち

の切り替えに使うものだと言っており．その

化粧観は母親の影響である。

彼女は．幼少期から．母親の化粧道具に興味

を示して勝手に遊んだり．バレエの発表会や

母親との外出時に．口紅だけ塗ってもらった

り，子供用化粧品を使って母親の真似をした

りしていたらしい。

R.S. は化粧する母親や身近な大人を見て．

大人は化粧するものなのだと思ったという。

大人になったら全員化粧しなきゃいけ

ないっていう印象でした。お母さんを見て．

そう思っていたので。でも．大学に入って

から．理系の女性の教授を見たら．全然化

粧とかしていなくて．なんでだろうって思

って。ギャップはありました。（略）お母さ

んは．病院勤めをしているんです。私が会

ったとき．院長さんは 50代60代のおばあ

さんだったんですけど．すごくちゃんと化

粧して．綺麗にしていたので．こういうお

ばあちゃんになりたいなーと思っていま

した（笑）。憧れ？尊敬？そんな感じです。

お医者さんってだけですごいと思うんで

すけど．そういう人が綺麗にしていたら．

かっこいいな……って思います。こういう

おばあちゃんになりたい。

Y.O. の母は．父が．化粧が薄い人が好みと

言っていたのもあり，あまり化粧を濃くせず．

あくまで「マナー程度に」行う。ただ，外出

時には必ず化粧しているようだ。 Y.O.はア

ルバイト以外では普段あまり化粧をしない

ママのしてることに．ただただ興味がす が．化粧はマナーだという認識を持っており．

ごいあって．おもっしろいな一［強調］と思 それは母親の化粧行為を見た印象から来て

ってた（笑）。顔がすごく変わるわけじゃな いる可能性がある。アルバイト先の塾でスー

いんだけど。ママは．お仕事をずっとして ツを着るときには「やっばりしないと顔が浮
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く」から化粧すると述ぺた。そこには．入学 化粧を見て．化粧は面倒なものだと思った。

式のために化粧品を買いに行った際に．母親 彼女は現在化粧しない状態を基本スタイル

から「スーツ着るときとかに．なんも化粧し としている。

てなかったら顔子供っぼいのに服だけ大人

っぼいから変やから」と言われたことが影響 うちの母親は化粧大嫌いだったから•••

している。 …（苦笑）。（略）ずっと．「めんどくせーめん

どくせー」って．ほんとに，ずーっと［強調］

母親の化粧行為を見ても．化粧にあまり興 言ってたから．そうかぁ大変だなぁって思

味を持たなかった人もいる。 いながら．ずっと見てた。

H.Y. の母親はあまり化粧せず,H.Y. も濃

い化粧はしない。 家族の化粧行為は．子供の化粧観やどのよ

うな化粧をするかに影響を与える。家族が肯

母親は．介護の仕事をしていて．化粧は 定的に化粧している場合．子供の“化粧に対

あんまりしない。そこまで他人に顔を見せ する抵抗感”を低めることに貢献する。

るような職ではないから。顔にファンデ塗 家族の影響によって．個人の化粧観の基盤

って……眉毛も書いてないんじゃないか が作られるが.3章(1)で見たように．その後

な．あの人。何してるんだろ。リップ塗っ の所属コミュニティの影響によって変化し

て一くらいしか見ないんだけど。（略）ほん ていく。

とに整える程度。でも．名古屋で看護師し [2][3]では．大学時代に注目する。

てるおばちゃんは．かなり化粧する人なの。

だからこの差は面白いなーと思って（笑）。 [2]化粧による自己呈示

で．そのおばちゃんからは．「はるかちゃ M.M. は．友人に勧められ．稀に化粧する

ん．ちゃんとしなきゃ駄目だよー」みたい ようになった。勧められた際．「化粧してな

なことを言われる。はい……って言うしか いとなめられるよ」と言われ．恐ろしいと感

ない。 じたという。しかし．「なめられる」実感は

なく．ーか月ほどで面倒になり．現在化粧は

H.Y. の母親と叔母は．双子の姉妹である。年 していない。実感がなかった理由に．普段関

の離れた姉妹よりも．生育環境に重なる部分 わるコミュニティの性質を挙げた。彼女は．

が多いが．化粧行為にかなりの差がある。周 普段，文芸系サークル．研究室．アルバイト

囲の人間関係だけでなく．職業や居住地域も 先の人たちと関わっている。どのコミュニテ

化粧行為に影響していると考えられるが，詳 ィにも化粧する女性は存在するが．「化粧を

細は明らかでない。 しなければならないという義務意識は全く

Y.A. の母は「ばっちり化粧する人」で，昔 ない。それぞれの人の中にあって．私が感じ

に「1日2回の化粧直し」が当然とされる観 ていないのかもしれないけど」と言う。化粧

光業で働いていたことが原因だろうという。 の有無や外見によって．あからさまに態度を

妹もかなり作り込んだ化粧をしている。その 変える人もいないと述ぺた。加えて．それら

ような環境にいるが．「ケパくなるのは好き のコミュニティに．彼女が「外見によって気

じゃない」ため．彼女の化粧は薄い。 を引きたいと思う人がいない」ことも原因で

ある。

家族の化粧行為を見て．化粧に対して負の 他者から好印象を得るために．容貌を変化

イメージを持った人もいる。 M.M.は母親の させる必要が無い場合．化粧しないのである。
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これと同じような内容が R.S.の語りにも

ある。彼女は普段学校で化粧しない。友人と

は「自分の学科の奴らにおしゃれ感出しても，

何の意味もない」と話しているらしい。「お

しゃれ感」を出すときは「自分をよく見せた

いとき」であり，彼女にとっては学会やシン

ポジウムである。学会で化粧している場合と

していない場合とでは，対応の差を感じると

語る。

少々不細工な顔でも化粧したら……な

んていうんですかね，“女の子感”はでる

のかなって思います。（略）学会とかに行っ

たときに．何も化粧してなくて．研究ばか

りしてるんだろうなって女性と．化粧して．

見た目に気を使っているんだなっていう

人とを比べると．みんなの対応の仕方が違

う感じがして……。与える印象が違う気が

します。（間）人によるのかもしれないです

けど．ゃっぱり可愛らしい女の子の方が男

ウケするらしくて（笑）。（略）化粧しなくても

普通に話してくれはると思うんですけど．

私は．最初に残る印象をちゃんとしときた

いなって思うので……。化粧した方が．す

っぴんよりましなのかなっていう感覚は

ある。

と語り．化粧は自己の価値を高める手段であ

るという。

M.S. には外見を飾ることで．中身が評価

されなかった経験がある。大学 1年の頃は．

比較的派手な外見であり．周りから「威圧的」

「怖い」と言われていた。そのときは．「外

見で判断されてるのかなって．すごく思って

しまった」し．「そんなこと．思われたくな

い！」と思ったという。年を重ねるにつれ．

落ち着いた雰囲気の服装になり．化粧もナチ

ュラルになった。それにともなって怖いと言

われることは減ったようである。

他者に対してではなく．自分の中の自分に

向けた自己呈示もある。 S.N.は．その日の気

分や行く場所に対して“在りたい自分の姿"

を実現するための道具として化粧を用いる。

作品の観客としての他者は存在するが．他者

のための化粧ではない。ゆえに．化粧後の顔

を「見せたいと思うときはあんまりない」し．

「外に出るときのレスポンス（化粧後に対し

ての反応）でも・仮想レスポンス”で結構満足

しちゃうことがあって。どう見られてんのか

な一って。なんかごっついの来たぞ！みたい

な。（略）そうだね。そっちのが楽しそう。非

日常ぼくて」というのである。

[3)化粧をすることが当たり前とされるコミ

E.K. は「人のために何かできないか考える ュニティについて

タイプの人間」であり，化粧も他人を不快に 対象者のほとんどが．自分のいるコミュニ

させないために行う。 ティでは素顔でいても許容されるというが．

自分のすっぴんを見せるよりも，化粧し

た状態を人に見せた方が．いい気持ちにな

ってくれるかなって思うから．化粧する。

お目汚しをしないように。「人により良く

思われたい」と． 「人に不快な思いをさせ

たくない」気持ちはどっちもある。極論を

言えば． 「不快な思いをさせたくない」の

は「よく思われたい」からだよね。自己肯

定感が低いからなのかなぁ。
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そうではないコミュニティの存在が示唆さ

れた。

E.K. の所属する学部は．女子の多くが身だ

しなみを整え，流行の服を着て．ばっちり化

粧している。彼女は．その中で化粧していな

いと．周りから「当たり前のことができない

人」だと思われないか怖いと述べた。

化粧する理由は3つある。単純に．自分

の顔がプスで嫌だから。ちゃんと化粧して

学校行くときの状態と．すっぴんが全然違
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うと思われるのも嫌。あと． 「化粧もせず が多いし，見て驚くような服装の人もいる。

に大学来てるのマジありえねぇ」みたいに そのような人をみると．「今はいいけど．大

思われるのが嫌だから。この大学にはそん 学卒業した後，社会人になってしまえば．そ

なにないと思うけど．やっばり．場所によ の子たちと生きていかなきゃいけなくなる

ってはそういう考えがあると思うの。大学 んだから．ここだけでぬくぬくしていたら駄

の子に言われたことはないけど．面と向か 目だろうな．大丈夫かなって思う」のである。

って言わないものだし。学部の特徴もあっ それを自覚しているならよいが，阪大のよう

てか．派手な子が多いし．みんなちゃんと な環境を当たり前だと思っているなら心配

綺麗にしてきてるから……そういう中で， になるという。

すっぴんで授業を受けてたら． 「なんだあ

いつ」ってたぶんなる。普通に仲良くして やっぱり化粧していないと．“キラキラ”

くれるとは思うけど．心の中で．化粧もせ してるって言われるような種類の子たち

ず大学来てるって笑われてるんじゃない から．ちょっと下に見られる。「大丈夫？

かなって思う。（略）彼女らにとっては．あ 何この人たち？［眉を聾める］」みたいな感

る程度化粧して．学校に来るっていうのは じがあるのかなって思う。私の高校のとき

当たり前のことだと思うんだよ。その当た の友達に，女子大の子も．私大の子も結構

り前のことをやってない。宿題やってない いるけど，その子たちから「あー，やっば

みたいな！！トイレはトイレでするでし 阪大だからね（笑）［呆れた調子］」って感じ

ょ？って話。いや．私も想像しているだけ で．すごく下に見られる。（略）入学してす

だから．実際に彼女らがどういう思いを抱 ぐの頃．それぞれの学校にどんな人がいる

えて生きてるのかは．わからないけど•••…。 かって話になったときに．「本当に．化粧

そういう人種の人連だろうなって思って してない子とか全然してないことかいっ

る。だから．そういう人たちに「化粧して ばいいるよ」って話をしたら．「えぇ？！」

ないな一こいっ」って思われるのは恥ずか みたいな反応をされた。服についても「え．

しい。何を思われるかわからないから．す これどこで買ったの？みたいな服を着て

っぴんのときは会いたくないなぁって思 る子がいる」って話したら．「え？」って。

う。 その印象だけで．下に見られるっていうの

が実際にあった。阪大内ってそういうのが

だから,E.K.はすっびんのときはマスクをし ないけど．社会に出ると．最初の印象で．

て下を向いて「雑草の気持ちで」歩くのであ そういう風に見られてしまうんじゃない

る。 かって思う。

M.U. は大学生ならば化粧をすることが当

たり前だと考え．実践している。彼女は化粧

をしない人を見て．「軽蔑とかじゃなくて．

ただただ疑問」に思う。化粧することによっ

て．「世界が変わる」し．「阪大が全てじゃな

いよー．これが普通じゃないよ」と思う。彼

女は．化粧や服装の洗練度や身だしなみ意識

（「女子のレペル」）について．阪大は他の大

学．例えば．女子大や同志社大学といった私

立大学などと比ぺると下だという。素顔の人
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M.M. は“キラキラ”人たちの集団に混ざ

ろうとするならば．素顔ではいられないと語

った。

化粧しないで．“キラキラ”した人に混

じるなんて．むりむりむりむり［早口)c(略）

化粧しても．しなくても．顔がそんなに変

わらないっていうのは．そうなんだけれど

……。化粧していれば．一応やるだけやっ
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たんだから，混じりに行く権利くらいはあ ちゃうと，「この子は化粧してないな」「自

るだろうと思う。権利というか……その集 分のことちゃんとしてないかな！」って思

団に入る，パスポートみたいな。化粧プラ われちゃう。（略）多分ね，「今なめられるよ」

ス可愛い格好をしましょう，とか。（略）普 とかは言ってないと思うんだ。「将来なめ

段の集団は， 1回くらい私がだらしない格 られるよ」って話だったと思う。（略）やら

好をしていても，次に会うときで取り返し なくてもいいけど，やり方を知っていない

がつく。ものすごくだらしない格好でいて と，公的な場に行ったときに，無礼という

も，事情を聞いてくれるから説明もできる。 か，身だしなみがなっていないって思われ

でも， 1回きりの人は聞かないでしょう。 るよ！って言いたかったんじゃないかな。

「あれ，今日ぼさぼさですけど大丈夫です

か」って初対面の人には言えないだろうし。 Y.O. は，塾講師をしており，保護者対応を

（略）所謂“キラキラ＂してる感じの人は， するときのために化粧するようにしている

私生活はともあれ，外に出るときは，それ という。

なりに“キラキラした自分”を保とうと努

力はしているわけじゃない。その．努力し

ている集団の中に 1人．全く何の頑張りも

なしに混じっていくのは……まずいなっ

ていう意識がある。相手が．「なんだこい

っ」って感じるだろうと思う。

化粧が．普段化粧している集団に参入して

いく際の「バスポート」だというのは重要だ。

化粧することが．集団の成員条件であること

を示している。

化粧をしていないと評価が下がる可能性

については,Y.A. とY.O.も触れた。

Y.A. はM.M.に対し．「化粧しないとなめ

られる」と言った人物である。そう言った意

図を尋ねてみるとこのような返事が返って

きた。

いやぁ，申し訳ない。どういう意味で言

ったんだろうね？なめられはしなかった

ね．文学部では。文学部はないと思うけど．

他の大学生と会ったときに，その子たちは．

化粧しているのが当たり前な世界にいる

から，化粧していないと「あ，この子・・・◆●●

化粧してないや」みたいに思われてしまい

そう。社会人と同じ感じじゃないかな。そ

ぅ！身だしなみ。（略）化粧しないまま，化

粧しているのが当たり前のところに行っ
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私の中では，大人の人でも，その人が好

きでやっていないなら，メイクしてなくて

もいいかなと思います。けど，保護者さん

の中にはいろんな価値観の人がいらっし

ゃるじゃないですか。その人がメイクをす

ることがマナーだと考えているなら，私 l

人がメイクしないことによって，校舎のス

タッフのマナーがなってないって思われ

るかもしれないじゃないですか。それは，

その校舎の信用問題に関わるので，化粧し

たほうがいいのかなと。私は，ものすごく

したくない，死んでもしたくないって程，

化粧が嫌なわけでもなく，するかしないか

でいうとしないだけなので。あからさまに，

「この子ノーメイクやな」ってバレてしま

うのはよろしくないのかなって思って化

粧しています。

M.S. は人から認められるために努力して

自分を変化させてきた人である。「社会には

化粧するものだという常識．偏見がある」と

考えてはいるが．それを当たり前だとは感じ

ていない。彼女は，化粧行為が当たり前にな

っている社会を変えたいと思うほど．化粧行

為に抵抗はなく．そのような状態を「自分事

としては捉えてない！」という。また．「（化

粧が嫌なら）貫き通せばいいと思う」が．「社
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会で協同するため」，「認められるため」には，

妥協が必要な場合もあると述ぺた。 そして，そこでしないと選択するのは「最後

の勇気な気がする」と述ぺた。就職活動につ

世の中に化粧することが当たり前だと考 いて「気持ち悪い文化だな！もう！誰が考え

えている人が少なくないことは事実であろ たんだよ，人間をなんだと思ってるんだ！」

う。それは特に働く場面で意識される。対象 といい，化粧については．「猛烈にうっとう

者のうち，就職活動を行った人は全員化粧し しい。嫌いだよ。誰の顔が失礼なんだよって

ており，マナーとして化粧をすることが求め 思う。私の素肌が失礼ってか．ぇ？って。そ

られていると感じていた。就職活動における このおっさんを見てみなよ！もっと失礼じ

化粧行為を対象者はどのように考えている ゃないか！」と語った。 S.N.l.t.どのような

のだろうか。 気持ちで化粧していたとしても，化粧をすれ

(3)載職活動と化麓

[1]化粧しなければならない意識

S.N. は．就職活動にあたって．初めて“化

粧しなければならない”圧力を感じた。

「化粧しなさい」とは今まで，そんなに

言われたことはないかな。でも，就活で，

化粧しないって言ったら，親から怒られる

と思う。「あんた就職がかかってるのに，

何言ってんの」って。実際，化粧しないと

就職に影響があるような気がしているし。

面接とかしたね。やらなきゃいけないんだ

ろうなぁと思って，やったよ。「すげぇ，う

ぜー」と思いながら。「化粧しない 就活J

でググって＇，まぁ危険だよねっていうご

意見をいっばい見て，ぬあぁみたいな［顔

をしかめる］。しなきゃいけないんだ，しな

きゃいけないならやりたくないなって。

（略）やらないと，どうせ変な感じで受け取

られるんだよな，多分。少なくとも，就活

っていう特殊な場では。あそこはまさに，

（略）I am formalを出しにいくところだか

ら。そこで化粧をしないということは，女

の場合，強烈なメッセージになるんだろう

なと。そういう風に受け取られるっていう

言説を色んな所で見て，うあぁ！って。ふ

んっ［何かを投げる仕草］って思いながら，

顔には出さない。
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ば，「（化粧するってことは）可愛いと思っても

らいたくてあなたはしてるんでしょ？」とい

う文脈に入れられてしまうという。株式会社

資生堂のCM'"を例に出し，「無神経なものに

は殺意を感じる」と怒りをあらわにした。

CMは．「私たちもう可愛いって言って

もらえないんだよ（泣）」って感じのテンシ

ョンで始まるんだよ。「今からイイ女にな

らなくちゃ，もうあなたたちに価値はない

の！」みたいな．化粧品の会社がやるかそ

れっていうような CM。「可愛くなければ

価値はないから，新たな価値を生み出さな

ければいけない」ってメッセージを強烈に

感じる。（略）私の気持ちは可愛いと思って

もらいたいかも，まずそこも選択だし，全

ては選択であると思うのに，“可愛いと思

ってもらいたい自分＂も“どうでもいいと

思う自分”もどっちも大事にされるぺきな

のに，“可愛い”を選ばなければならない

風潮がある。化粧することを選んだときに

「あなた自身が選んだのね」っていう扱い

をされる。例えばそれが仮に選ばされた状

況であったとしても「選んだんでしょ？」

って。

資生堂は CMについて「大人になることを

前向きにとらえてもらい．そうした女性たち

を応援するという気持ちで作りました。」と

コメントしている。
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就職活動で化粧しなければならないとい

うメッセージは「就活コミュニティ＂」にお

いても共有されていくようである。 R.S.は．

大学生向けの．就職斡旋会社が資金提供し．

学生がスタッフとなって運営するカフェで

ァルバイトをしていたことがあり．当時の様

子を振り返った。

去年そういうカフェでバイトしていて，

就活生をいっぱい見ていたんですよ。その

人たちが．みんなちゃんと化粧しているし．

そういうコミュニティで就活の化粧の仕

方とかも流れて来たから，普通にしなきゃ

いけないんだなって認識はありました。だ

から，やれって言われる前に．ゃるのかな

って思います。知ってるし！みたいな。逆

にそういう場所で自分だけしてなかった

ら嫌なんで。目立つじゃないですか。女の

子ばっかりの中で目立つのは嫌。みんな同

じ女なのに……ね。

「みんながやっていることをやっていない」

と目立つ。ここには．化粧しないことが後の

就職に悪い影響を与えるのではないかとい

う不安が存在する。

就職活動で化粧する動機は．悪い印象を与

えないようにしようというものだけではな

い。M.U.は面接時に．自分の好きな化粧では

なく．面接官に好印象を持たれるだろうと思

った化粧をしていった。

私．赤が好きなんだけど．就活の面接に

は．赤リップは合わないから，真っ赤な口

紅は絶対に付けないようにしたりした。可

愛らしい印象で．かつ．はっきりした印象

に見せるために．ちょっとピンクっぼさが

ある．ちょっと強めの赤くらいにしておい

た。（略）テレビの影響なのかもしれないけ

ど．やっばりおじさんが好きなのって．女

子アナとかだろうと思って．面接のときは．

ああいう化粧を意識していたかな。女子ア
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ナメイクみたいな．あまり濃くなくて．血

色を足すくらいの色味の．おじさんの好き

そうな化粧。 [17)

E.Kも「第一印象をちょっとでも良くすぺ

きかなぁ」と思い化粧していた。ただ．「手

抜きで行ったら．何にでも手を抜きそうなや

つって思われそう」とも述ぺていることから．

やはり危機管理意識がみられる。その危機感

は次の 2人のいう社会像に繋がる。

[2)化粧行為と評価

Y.A. と M.U.は化粧をしている方が“上”

に見られるという。

なんで社会では化粧すぺきってなって

いるんだろうね。そっちの方が女の人は綺

麗に見えるからかな。綺麗な方が有利だか

ら。何事も。わかんないけど。社会にはそ

ういう昔の考えが．なかなか根強く残って

るよね。綺麗な人が優遇されるんでしょう

ねぇ！（笑）。そこに納得していけばいいけ

ど．納得して行かない人は辛いよね。やり

たくないけど．やらなきゃみたいな。やり

たいと思っていても．苦しいのに（笑）。で

も．多分．「化粧が自由です」ってなっても

綺麗な方が上になるじゃない。化粧して．

綺麗な女の人と化粧してない人だったら．

化粧してる女の方が綺麗に見えるでしょ。

“上”．みたいな感じで女の人が思っちゃ

う。綺麗になりたいものだし．女の人って。

（略）同レペルの人がいた場合には．化粧し

た方がいいな一つてなるから．女の人はき

っと化粧したがる。している方がまともに

見えるから。身なりが整っているように見

えるから。仕事ができるか．できないかに

関わらず．できそうって思える。 [Y.A.]

会社に入って．すごく化粧してる子と．

全くしてない子がいたら．実力としては．

してない子の方がかなりあったとしても



多分．化粧してる方が優先的に選ばれる。

社会ってそういうもの。やっばり見た目っ

て大事じゃない。第一印象って，すごく大

事。勉強できて賢いのに．社会で生きてい

く上で賢いのに．どっちかってなったとき

に選ばれなくなることがあるかもしれな

い。そういう挫折のようなものを与えてし

まうんじゃないかっていうのがちょっと

気にかかる（笑）。 [M.U.]

2人とも，化粧をすることで，綺麗になり．

身なりが整って見えたり，好印象を与えられ

るため．化粧している方が評価されるのでは

ないかと語る。

Y.A. は化粧しなければならない「苦し

さ」について上記に加え．「（化粧は）楽しい

っちゃ楽しい。義務になったときにしんど

くなるだろうなとは思ってる」と語った。

楽しみを感じながらも義務とされる苦しさ

はS.N.の語りにも見られた。

S.N. は就職活動や社会で化粧しなければ

失礼だとされる風潮に憤り．その風潮は自分

の手に負えない何か大きなものであるとい

う。

化粧に面白さはあるし．好きなようにし

たらいいのになって思う。そういう圧力に

対して．私が思うのは．身体のイメージ．

男性だとか女性だとかはそもそも“そのも

の”があるわけじゃなくて．“漢然とある

もの”に寄せていっているような気がする。

常に作っているだけなのに．それがまるで

初めからそうだったようになっていると

いうか……うまく言えない。ありのままの

……なにが“ありのまま”だよ．みたいな

“ありのまま”。（略）極端な話．“ありのま

ま”ってなんじゃいって。そういうことを

言ってる．お前みたいな男が．ちょっとム

ダ毛処理してない女に文句をいうんだろ

うって勝手に思ったり（笑）。（略）非常にこう

……ウザっ！！でも．多くの人にとっては
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そういうのが重要なんだろうなぁ。実際，

私だってそこに則っているところはある

し，それって今この時点で作られたものじ

ゃないんだろうから，私の時間軸で扱いき

れるレペルではないんじゃないか。でかい

幽霊みたいな。戦えない。戦えるかなぁ。

戦ってる人がいっばいいるのは知ってる

んだけど。戦ってる人を周りに見ながら，

う一ん……みたいな［顔をしかめる］。

S.N. の語りにはジェンダー批判の要素が見

られる。何故かわからないけれど社会にある，

作られた「ありのまま」「当たり前」に強い

違和感がある。しかし，「戦う」のではなく，

彼女もまた，就職するために化粧したのであ

る。

以上のようにそれぞれの語りを見ていく

と．化粧は“みんなが当たり前に大人になっ

たらするもの”ではないことがわかる。各人

が．周りの状況．人間関係．自分の価値観な

ど様々な要因を考慮し．化粧行為へのスタン

スを決定している。当たり前とされるものを

受け入れられなかった人には葛藤があり．受

け入れられたとしても楽しんで実践できる

かは別問題である。コミュニティの切り替え

時には新たな規範を獲得する必要があり．そ

のときに葛藤が生じやすい。

また．ィンタピューから対象者が他者を意

識していることもわかる。 2章でみたように．

対象者のほとんどは．「自分は他者の目を気

にしていない」と答えた。確かに対象者は．

他者の行動や発言を直接的に受けて．自分の

行動を決めてはいない。しかし．語りを見て

いくと．最終的な決断がどうであれ．周りを

見て．自分の立ち位置を確認しているのであ

る。このような結果は，顔が人から“見られ

ていると意識している状態を意識しない”ほ

ど．見られることが当たり前になっている状

況を示している。上記部分にも．“見られる

顔．についての言及は見られるが．更にその
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観点でインタピューをみていく。

(4)見られる麟

Y.A. は，母親と妹から．化粧について「い

っつも薄い薄いって言われ」．不快になると

いう。

M.S. は．母親から．特定の化粧法を勧めら

れずとも．「そういう化粧の仕方は好きじゃ

ないとかはあった」という。その場合，「あ．

そうなん？て。じゃあこれはどう？」と柔飲

に対応しているようだ。

R.S. は．大学入学時に突然母親から「あん

たもうおばさんなんだから化粧しないとい

けないよ」と言われ，化粧するようになった。

また，大学で化粧していると，友人から「い

ゃ．なんで化粧してるんだよ（笑）」「今日気合

い入れてるな一」という反応をされるという。

H.Y. は．素顔で大学に行くと，周りは「別

に（いいんじゃない）って感じでいてくれる」

ものの．男友達から「多少はしといた方がい

いんじゃない？」といった反応を受けるとい

う。強要するのではなく．「女子の集団にい

るなら．多少は女子らしくしておいた方が良

いのではないか」ということのようだ。また，

恋人から．「（身だしなみは）ちゃんとしてくれ

た方が嬉しい」「頑張ってくれてる感が嬉し

い」と言われるという。恋人はアイドル好き

で．女の子は可愛らしくいるものだと思って

いるのではないかと分析し．時々は頑張るが，

「普通にすっぴんさらすけど。めんどくさい

から」と語った。

M.U. は高校のときの恋人から．「すっびん

の方がいいのに」と言われたり，今の恋人か

ら「その口の色あんま好きじゃない，とか，

目の色好きじゃないとか言われる」が，「私

がしたいからしてる」と言い切る。

親密な相手以外からも，顔は見られる。

R.S. は， 1人で遊びに行くときは店員に見

られてもいいように化粧していく。沖縄の繁

華街は限られており，遊びに行くところが限
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られる。そのため．店員と客の関係ではある

が．顔を覚えられやすいからである。友人と

居るときは．「その子しか見てないと思うか

らそんなにしない」という。

H.Y. は男友達が，他の女子に対して「化粧

濃い」と言うのを聞くことがあるという。

E.K. は容姿で「アリかナシか」が決められ

ると述ぺた。中学や高校時代は化粧できず，

素顔でいるしかない。「素で顔がいい子」が

人気になる状態を「肌で見て感じて来て」「そ

れが市場なんだ」と思ったという。見た目が

良いと． 「それだけで需要が生まれるし．価

値がある」ことであり．顔を形づくることは．

自分の価値を上げることになる。そうすれば．

「好意」を持ってもらえ．酷い扱いを受けず，

友人や恋人ができるだけでなく．「何かあっ

たときに手を差し伸ぺてくれるかも」しれな

い。見た目のせいで酷い扱いを受ける状態は．

「人格を持った人問」の扱いはされておらず．

「人権が無い」。 「人権がある状態」でも．

友人と恋人ではレペルが違う。「相手が恋愛

対象の男の人なら．恋人にしたいっていうラ

インにたどり着くように頑張らなきゃいけ

ない」と思う。「男だけで集まったらこの女

性がアリかナシかみたいな話とか．絶対して

いると思う」し．そのときに．ナシと言われ

ることは．「女性としての全てを否定されて

ることになる」。化粧することで「自分の顔

のレペルをちょっとでも上げる」と． 「ナシ

って言う人物がちょっと減る」．つまり「多

少人権は増える」。そう．彼女は言うのであ

る。

E.K. の言葉は重い。今までフェミニズムの

分野で指摘されてきた“客体としての女..美

の神話”そのものだからである。 “女”とし

て評価されるためには綺麗でいなければな

らない。“素の自分＂を認めてもらうことは

難しい。 Y.A.とH.Y.のいうように．安心し

て素顔を見せられるのは．心を許した相手だ

けなのかもしれない。

Y.A. は．化粧途中を見せることについて．



「今は友連だったら全く抵抗ないよ～。合宿

とか旅行とかでさんざん過程見せているか

らかしら（笑）」という。

H.Y. は基本的に仲が良い相手以外には素

顔を見られたくないという。

ものすごく仲が良かったら，もう，すっ

びんでも別にいい。知り合いじゃなくても，

気にしない。“知り合い”から“すごく仲が

いい”までの間の人達。その人連に対して，

すっぴんでいるのは，ちょっと無理。厳し

いゾーン。で，すごく仲良くなったら，も

う別にすっぴんでもいいやってなる。（略）

仲がよければ，ちゃんといいところは見せ

れるし，全部素も見られてるし，こういう

人間だってわかられてるから，いいかな

（笑）。よく見せようとかは，もういいやっ

てなる（笑）。知ってるでしょ！って（笑）。

人間関係が構築されていれば，欠点を隠す必

要も，よく見せようとする必要もないのであ

る。

以上では．時期を大きく 3つに分け．化粧

に関する個人の体験と感情を．ィンタピュー

に基づいて分析した。校則で化粧が禁止され，

化粧はしないことが普通とされた“高校時

代＂。校則がなくなり．所属コミュニティの

影響を受け．社会にある化粧規範に触れなが

ら．自分なりの化粧行為へのスタンスを選択

できる“大学時代”。そして．社会人として．

化粧することが当然とされ，しなければ評価

が下がる可能性のある“就職活動期”である。

顔は様々な人から見られ．評価されている。

評価には個人の好みも多く反映されている

だろうが．“社会に求められている顔”の基

準もあるのではないか。

次章では．化粧は社会人のマナーであると

いう規範がどのように獲得・実践されている

のか確認した後．改めて化粧規範の意味につ

いて検討する。
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4. 載活を編て社会人へ

(1)蒙職君動における化麓蠣籠

対象者たちは，就職活動において“化粧し

なければならない空気”を強く感じていた。

S.N. はそれに抵抗を感じ．「化粧しない．就

活でググって．まぁ危険だよねっていうご意

見をいっばい見て」． したくないと思いなが

らも化粧をして面接に臨んだと述ぺた。対象

者のほとんどは．化粧に関する情報を．イン

ターネットから得ている。近年の就職活動で

は．就職活動を行う学生（以下．就活生）は．

就職活動を始める前に．マイナピやリクナピ

といった就活支援ポータルサイト"に登録

し．情報を得るのが主流である。よって,S.N.

のように就職活動におけるマナーで悩んだ

場合．ィンターネット上で検索して得た情報

に従うものと考えられる。また．所謂“就活

本.,. も就活生の情親源である。

就活生が実際に目にする可能性の高いメ

ディアとしてインターネットおよび就活本

を取り上げ．化粧について言及されている箇

所を抽出し．就職活動における化粧言説を確

認する。

[l]インターネット上にみられる化粧言説 14

検索エンジン Googleにて，「就活 マナ

ー」「就活メイク」「就活化粧」「就活メ

ーク」の検索ワードを用いた。以下では「就

活マナー」と「就活 メイク」“の検索結

果上位 10件を詳しくみていく。 (2017年 12

月現在）

≪ 「就活 マナー」の検索結果≫ " 
① 「恥をかかないための就活マナー」＂

②「先輩500人が迷った就活マナー：礼儀作

法・言葉遺い」

③「先輩500人が迷った就活マナー：身だし

なみ」"



r日本学報」第38号 (2019年3月）

④「社会人と接する「最低限のマナー」面接

敬語電話メール」＂

⑤ 「2014.10.02 絶対コレだけは抑えたい就

職面接 16のマナー」山

⑥ 「就活マナー」＂

⑦「就活マナー「下らない」批判に社会人も

賛同「ノックは 2回でいいよ」「マナ＿しか

気にしない面接官はいない 2015.3.14」“

⑧「就活マナー60秒講座「これだけは押さえ

ておきたい」厳選問題20選（三択クイズ）」

"' 
⑨ 「就活マナーコラムまとめ」

⑩ 「就活マナー」＂

上記ウェプページから．化粧に関する箇所

を抽出する。

① : 「厚化粧でもノーメイクでもなく健康的

で自然なメイク」。

③ : 「女性はノーメイクを避け．濃すぎない

ナチュラルメイクを目指しましょう」。

④: 「ノーメイクだと不健康に見られがち」

だから化粧する必要があるが．「派手なメイ

クはNG」であり．ナチュラルで健康的に見

えるメイクを勧める。

⑥ 「やりすぎはもちろん．スッビンも NG!

清潔•上品・控えめに見えるメイクが基本」。

⑩ : 「メイクの濃さや使用している色から．

TPOをわきまえているかどうか」がわかる。

≪ 「就活 メイク」の検索結果≫お
① 「就活メーク」 .. 

② 「2016.01.11 就活メイクが分からない人

向け！完全版就活メイク講座」,NAVERま

とめ

③「キレイを引き出す就活メイクのポイント

I就活応援！好印象メイク」＂
④ 「就活メイクの大原則ー女子学生のための

就活メイク講座」”

⑤ 「2017.11.20 就活メイクの定番ナチュラ

ルメイク～面接好印象の化粧方法」凶

⑥「普通の化粧とは違う『就活メイク」の墓
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本。女子就活生が気をつけるぺき事は？」息J

⑦ 「プロが教える就活メイクのポイント」"

⑧ 「就活メークの豆知識＆企業の本音」立

⑨ 「2017.10.31 女子学生の就活メイク• お

化粧．何が正解なの？」“

⑩ 「就活メークの豆知識＆企業の本音」

上記ウェプベージから．化粧に関する箇所

を抽出する。

①：就職活動で中身をよりアピールするため

の方法として「自分プレゼンメーク」を提唱。

ナチュラルメークが基本。

③：面接官に好印象を与える「自然」で「健

康的」な化粧を勧める。「きちんとした社会

人に見えるように」化粧する必要がある。

④：薄すぎず．厚塗りすぎない化粧を勧める。

業界によって．アピールすぺき印象には違い

がある。

⑤：世代の違う面接官から好印象を得るため

に．ナチュラルメークで清潔感を出すことが

重要。社会人のマナーとして.TPOに応じ

た化粧をすぺき。

⑥: 「就活に挑む女子学生は．メイクをすぺ

き」。「周囲に不快感を与えないため」に．「社

会人にとってメイクは身だしなみの一部」と

されるから。化粧で自己演出できるのは．「女

性ならではの特権」だから．楽しみつつ取り

組んで欲しい。

⑦: 「就活時にメークをするのは社会人とし

てのマナーや身だしなみの一つ」。

⑨:「就職活動で企業の人事に好印象を与え

て内定に近づくためには．見た目の印象をよ

くすることが第一歩であるといっても過言

では」なく．そのために化粧が欠かせない。

「清潔感」「信頼感」「知的な印象」を与える

ための化粧が「就活メイク」であり．「社会

人になると必然的にメイクをして出社する」

ことになるため．その練習と捉えるよう勧め

る。「ノーメイク」「濃すぎるメイク」「薄す

ぎるメイク」は厳禁。女性はメイクをするこ

とがマナー」であるから．ノーメイクは「人



事に失礼」。

[2] • 就活本”にみられる化粧言説
2017年12月に大阪大学豊中キャンバス生

協書籍ショップにて販売された就職活動関

連の書籍を調査した。大学内の書店であれば，

大学生が購入する可能性の高い書籍が置か

れているだろうと判断したためである。イン

タピュー対象者には，大阪大学の学生が多い。

そのため，ここでは大阪大学の書店のみ取り

上げる。

面接やマナーに関する書籍＂は 26冊あり．

化粧についての言及があるものはそのうち

の10冊，すなわち 1/3以上だった。「簡単！

面接練習帳〈2019年度版〉ーようこそ面接

室へ」などの．ナチュラルメイクを勧めるも

のが 4冊。 r面接＆エントリーシートー問一
答〈〔2019年度版〕〉」などの， iiい化粧はよ
くないとするものが 2冊。 r要点マスター！

化粧行為からみるコミュニティ参与

れであり，守らなければならないものではな

い。しかし，就職活動において面接官に「失

礼」と思われることは不採用に繋がる。この

ことは，就活生にとっての暗黙知化された規

範だといえよう。すなわち，化粧はマナーで

はなく．ルールなのである。

こうして獲得された化粧規範は，社会人に

なった後．どのように引き継がれていくのだ

ろうか。

(2)●く女性の化麓行為●●●

ポーラ調査[2012]から．働く女性の化粧行

為についてみていく。ポーラ調査では自宅外

で働く女性をOLと表記していたため．以下

でもそれに則る。

表9 「OL」と「学生」の化粧行為•意識

面接＆エントリーシートマイナピ 2019オ 表9からそれぞれの化粧行為と意識を見

フィシャル就活BOOK」などの．派手な化 てみると,OLは．学生より化粧頻度が高く．

粧もノーメイクもタプーとするものが 4冊 “化粧しなければならない”意識も高い。メ

だった。 一クをしなければならない意識を持つ人は

93.8%が毎日実行しており．どちらでもよい
このように．就活生が目にする可能性の高 とする人でも 66%が化粧を毎日実行してい

いメディアで．「社会人女性は化粧すること る。職場で化粧しなければならない圧力があ

がマナーであり．社会人になる身として，就 る場合．その圧力が化粧頻度に大きく影響に

職活動においても化粧すぺき」という言説が する。ところがメーク理由についての回答に

繰り返されている。行うぺき化粧は，清潔感 は大きな差が見えにくい（表 10)。OLの方

を重視した．派手でないナチュラルメークで が割合は高いが．身だしなみとして化粧を捉

あり．好印象を与える効果があるという。こ える人がいずれも 50%台と高い。学生の方

れらを何度も目にすることで．就活生に化粧 がよりよく見せようと．積極的に化粧する意

しなければならないという意識が浸透して 識が高いようである。化粧を“しなければな

いくのである。注目すぺきはマナーであると らない”という意識が高まるにつれて．楽し

言われながら．しなければならないと明言さ んで化粧しようという意識は低くなるので

れ．しなければ「失礼」だとされていること はないか。この結果は S.N.やY.A.の発言と

である。マナーと言えば，電車で席を譲る． 重なる。以上の結果から．働く女性の4096以

道に落ちているゴミを拾う．公共の場で大声 上が職場において化粧しなければならない

で騒がないなど様々ある。どれも．行えばプ 圧力を感じている。基本的に「身だしなみ」

ラスだが．行わなくても制裁が加えられるこ 意識から化粧を行っており．就職活動を経て

とはない。本来．マナーは他者への配慮の表 獲得された化粧規範が社会人になっても．ほ
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ば維持されていることがわかる。

(3)肴蒙

1980~90年代のフェミニズムにおいて．

化粧の抑圧的な面が指摘され,2000年前後

から．外見至上主義の観点から容貌で優劣を

つける社会が批判されてきたが．変わらず化

粧はしなければならないものとされる。その

規範を維持することで恩恵を受けるのは．化

粧品会社と労働力を求める企業である。その

結果．化粧品が売れる。対象者の中には．プ

ライペートでは化粧しないが．社会では化粧

しなければならないと感じ，化粧した人がい

た。そのような人連は化粧しなくてよいなら

せず．化粧品を使わなくなる。企業は．化粧

規範によって．見た目から．“しなければな

らない”という理由だけで．規律に従うこと

のできる労働者を判別できる。この場合．女

性にとっての化粧は．男性にとってのネクタ

ィと同じようなものだろうか。男女雇用機会

均等法の影響もあり．「容姿端麗」を採用の

条件に明示する会社はないが．そのような意

識があることは天野ら[1995]のルポタージ

ュや．ネットメディアが行った．人事へのイ

ンタピューで示されているし．就活生の間で

"顔採用”を行う企業についての噂がまこと

しやかに囁かれる現状がある。“美の神話”

は根深い。

“化粧は身だしなみである”という意識が

強ければ，強いずとも．化粧が行われたと考

えられる。先行研究にあったように．自己表

現意識が高まるにつれて．化粧行為が多様化

し，“決めなくても皆わかっていたもの＂が

崩れていったのではないか。特に．ファッシ

ョンは時代によって移り変わりが激しい。概

して．新しいものに対して．初めからそれに

慣れ親しんでこなかった人は抵抗感を持ち

やすい。そのような人たちから「変な奴」と

思われないために．“無難”な基準が決めら

れるのである。新しいものに抵抗があるのは．
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上の世代の人が多いため．その人たちの感覚

を基準に“あるぺき姿”が決められる。すな

わち．世代間感覚の乖離が進むにつれて．化

粧行為がルール化されていったと考えられ

る。“しなければならない”から．する。そ

れを続けていくうちに．するのが当たり前に

なり．今度はしていない人を不思議な目でみ

るようになる。そうして．上から下へと規範

が再生産されていくのである。

Y.A. やM.U.などの語りには．化粧をする

ことが当たり前のコミュニティでは．化粧を

しているか否かで．“上”か“下”かが決ま

るとあった。化粧は．女性間のマウンティン

グツールなのである。化粧がルールになれば．

化粧していない人はルールを守っていない

存在になる。大学時代よりも，社会に出た後

の方が．化粧していない人を下に見る傾向が

強まると推測できる。

“化粧すること・だけでなく．“どのよう

な化粧をするか”が決められていることも重

要である。化粧が自己表現のためのものであ

るなら．どのような化粧をしてもいいはずだ。

しかし．そうではない。凹凸も肌荒れもなく．

厚塗りした感じもない肌。自然な太さに整え

られた眉。マスカラ．アイライン．プラウン

のシャドウなどを用いて．派手すぎないが，

目力を出した目元。薔薇色の頬。濃すぎず．

血色がよく見える程度に引かれた口紅。これ

が正解なのである。正解を決めれば．皆同じ

ような顔になりかねない。社会は“自分らし

い”人を求めていないのである。

おわりに

本研究は．ィンタピュー調査によって，校

則（「化粧はしてはならないもの」）と社会人

規範（「化粧はしなくてはならないもの」）の

間で揺れる人の言葉を拾い上げ.(1)そのよう

な人達の化粧行為の実態と化粧意識.(2)どの

ようにして「化粧をすることが当たり前だ」



という価値観が形成されていくのかの 2点

を明らかにし,(3)化粧規範の意味について検

討することが目的であった。

(1)については 2章と 3章で.(2)について

は3章と 4章で.(3)については 4章で扱っ

た。

(1)について。対象者は国公立大学に通う

20代女性である。同年代の女性と比較して．

化粧頻度に差はなく．最低限の化粧を行って

いる。化粧品はあまり買わない。化粧は好き

なときと嫌いなときがあるが．基本的には面

倒だと感じている。対他的に化粧を行ってお

り．周囲の人間の影響で化粧を始めた人が多

い。家族の化粧行為のうち．ネガティプな面

が受け継がれやすい傾向があった。素顔の状

態にそれほど抵抗がなく．所属コミュニティ

において．素顔でいることが不利益にならな

い場合．化粧（する・しない）をそのときの気

分で選択できていた。多くの人が“化粧しな

ければならない圧力＂を感じており．全体の

半数がそれに対して抵抗感を示していた。そ

の圧力は就職活動において強く認識される

ものであった。 [2章］

(2)について。対象者は．所属コミュニティ

の規範と社会規範の兼ね合いの中．自身の化

粧行為を選択していた。各人の体験とそれに

伴う心理変化については.3章を詳しくみて

もらいたい。化粧意識は．家族の化粧行為が

基盤となり．その後の所属コミュニティの影

響で徐々に形づくられていくものであった。

高校時代は．服装規定が厳しければ基本的に

は化粧せず過ごすが．学校全体の雰囲気より

も自分の周囲の人間（特に友人）の方が化粧行

為に大きく影響する。化粧行為が当たり前の

コミュニティでは．化粧していないだけで評

価が下がる場合があった。重視されるのは．

どのような化粧をしているかではなく．化粧

をしているがどうかである。それは就職活動

において強く意識されるものだった。就職活

動では．化粧しなければならないということ

に抵抗を覚える人であっても．不利益回避の
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ために．化粧していた。顔は人から見られ．

評価されることが当たり前になっていた。 (3

章］

就職活動時に．メディアを通して“社会に

求められている顔＂がナチュラルメークした

顔であることが提示され．就活生はそれらを

繰り返し見ることで．化粧規範を獲得してい

く。獲得された化粧規範は社会人になっても

維持される傾向がある。 (4章］

(3)について。化粧の第一義は自己表現だと

言われているが．むしろ身だしなみに回帰し

ている。また．様々なメディアで「社会人は

化粧しなければならない」と明記されており．

マナーよりもルールといった方が実態に近

い。社会人としての化粧規範は．消賣者維持

のための言説だと考えられ．企業が効率的に

労働者を選別することにも貢献していると

いえる。“正しい顔”が決められることで．

そうでない人の評価が下がる。

化粧それ自体は．悪いものではない。技術

を磨けば．化粧することで．なりたい自分に

近づくことができる。しかし．社会人として

の化粧規範は型が決められており．そこから

外れるということは．自分の評価を下げるこ

とである。そこに．“自分らしさ”は求めら

れていない。それを受け入れ．納得すること

ができなければ．葛藤が生じる。化粧行為は

ダプルスタンダード状態なのだ。校則で禁止

していたにも関わらず．社会人になればする

ことが当然とされる。自己表現といいながら．

求められる“正しい顔”がある。

今後．化粧規範はどうなっていくのだろう

か。一度．定着した価値観は変化し難いが．

ふとした瞬間に変わることもある。ハフポス

ト日本版のプログ編集者である井土は．ーか

月．職場でもプライペートでも化粧せずに過

ごす実験を行った。彼女は．男女問わず．仕

事では化粧しなければならないし．するのが

普通だという意識があることや．自分が化粧

行為について非常に無自覚であったことに

気付く。実験の結果．「（人は）そんなに他人の
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こと．興味ない」し．「気づいていた人も．

特に気にしていない」ことがわかったという。

彼女は初め素顔で過ごすことを怖れていた

が．徐々に慣れていく。彼女の実験は．職場

であっても．よい人間関係が築ければ．化粧

せずとも評価が下がらない可能性を示唆す

る。 2017年2月には．朝日新聞が「お化粧は

義務なのでしょうか」の投書必に対して寄せ

られた．さまざまな投書をもとに．特集”を

組んだ。SNS上では．懐風館高校の女子生徒

の染髪裁判”を機に校則や身だしなみの規

範についての議論が盛んに行われた。 2017

年 12月3日には．朝日新聞大阪本社にて．

化粧の意味を捉えなおそうという趣旨のト

ークイペント瀾が行われた。このように化粧

や外見について考える機会が増えていけば．

化粧規範が個人レペルの意識変化に始まり．

緩和されていく可能性は十分にあるといえ

よう。

本研究には限界がある。ィンタピュー対象

とした 9人は全員国公立大学に通っている

ため．私立大学などの状況はわからない。対

象者のうち．複数人が「私大の子はきちんと

化粧して身だしなみに気を遺っているし．自

分たちと比ぺて派手だ」という発言をしてい

る。私立大学に通う女子大生にもさまざまな

人がおり．化粧行為にも多様性があるはずで

あるが．彼女たちは私立女子大生に対して共

通のイメージを持っているのである。このよ

うなイメージと実態の相違点や．何によって

そのイメージが作られるのかは現段階で明

らかではない。また．対象者の中に．私立女

子大生や“自分とは違う存在”を指して「キ

ラキラした子」という言葉を用いている者が

複数いた。資生堂のCMにも「キラッキラし

た後輩」というフレーズがある。「キラキラ」

が．どのように用いられ．どのようなステレ

オタイプを表すのか．いつ頃から用いられて

いるのかなども合わせて調査する必要があ

る。

社会に求められている顔としてナチュラ
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ルメークを挙げたが．名大社のウェプページ

にあるように淘．業種ごとに求められる化粧

が異なるのかについて検証ができていない。

キャピンアテンダントは使用する口紅の色

など．化粧にも明確な規定があるという。就

業規則でどのように化粧が決められている

のかわかれば．より細かい“求められている

顔．を知ることができる。インタピューから

は．化粧に慣れると．化粧への抵抗感が薄ま

る傾向が見られた。対象者が社会人として化

粧を続けていくうちに葛藤がなくなる可能

性がある。職場の雰囲気によっては化粧しな

くなる可能性もある。また．年齢が上がるに

つれて．“化粧しなければならない圧力”が

弱まる可能性がある。対象者が社会人になっ

てどのように化粧規範と向き合っていくの

かについては継続調査が必要である。

インタピュー中に．男性の化粧について言

及があった。化粧品会社も男性用化粧品にカ

を入れつつある。化粧を自己表現のための道

具とするならば．対象を女性に絞ってはなら

ない。男性の化粧は重要なテーマであり．さ

らなる研究が求められる。

“自分らしさ．と似たような意味で使わ

れる言葉に“個性”“独自性”“本当の自分”

などが挙げられよう。それらは．他者とは違

ぅ．場面が違っても．一貫した，その人独自

の部分を指すとされる。また．現代人は．“自

分らしさ”よりも．場面や人によってキャラ

クターを使い分け．なるぺく周囲との衝突を

避けて生きることを重視するといわれてい

る。人より目立たず．人並みに。インタピュ

ーの中にも．このような意識が垣間見られた。

とはいえ，就職活動の面接では様々な質問を

通して「あなたはどんな人間ですか」と問わ

れる。普段と一転して．“自分らしさ”が求

められるのである。しかし．面接時の容姿は

マニュアル化されている。肉体すら．・自分

らしく＂あることを許されない現状で．一体

何を問うというのか。この永遠の課題に一石

を投じることができれば幸いである。



注

＇ポーラ文化研究所を設立した村澤博人（元ポー

ラ文化研究所所長．元樟蔭女子大学教授，日本顔

学会元副会長）の呼びかけで 2005年に活動開始。

世話役の 1人に資生堂ピューティクリエーシ皇ン

研究センターの高野ルリ子がいる。年4回研究会

を東京と大阪で交互に開催しており，東京開催の

場合は株式会社資生堂の事業所で行われる。

'2007年と 2008年の調査にある 2項目。

'2017年調査のみ，アンケートモニター1,941,000

人のうち 34,432人にメールで調査を依頼し，回答

者 2,301のうち．調査対象として 1,800人を無作

為抽出していると明記している。 2017年9月にポ

ーラ文化研究所にて研究員にアンケート調査につ

いて聞くと，全部調査会社を通しているため．年

齢と性別以外は明らかでないという返答があった。

そのため， 2017年調査以前も同様の調査法だと思

われる。

'15~19歳， 20~24歳， 25~29歳， 30~34歳，

35~39歳， 40~44歳， 50~54歳,55~59歳， 60

~64歳

• iii校生，大学生•専門学校生，有職者，専業主婦．
この分け方があるのは 2010年まで。

＂全ての年の調査で 20~24歳は 150人ずつ。

’プチはフランス居で「小さい」という意味のプチ

と「価格」を表すプライスを合わせた造語「プチ

プライス」の略。

’通販などで売られている，制服のように見える

制服ではない服装。シャッ，プレザー， リポンク

イ，ブリーツスカート，カーディガンなど，制服

に採用されているアイテムを含む。カラフルなも

のも多い。

'「検索エンジン Googleで検索して」という意味．

＂株式会社資生堂の自社プランドである，インテ

グレートのCM。2016年 10月公開の「生き方が，

これからの顔になる」篇を指している。 25歳の誕

生日を女友達が祝う場面で「今日からあんたは女

の子じゃない」「もうチャ＊ヤされないし ほめて

もくれない 下にはキラッキラした後輩週末ご

とにアップされる結婚式の写真 白いタキシード

うける（←元カレ） このままじゃやばい［強鯛］

なんで？いつからこうなった？カワイイという武

器はもはやこの手には」と字幕が付きで台詞が進

んだあと．「ない！」「カワイイをアップデートで
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きる女になるか［手を上に向ける］，このままステ

イか［手を下の位置で留める］」と続き，登場人物3

人ともが，アップデートを選択するという内容。

このCMには「がんばってるを顔に出さない」篇

という第一段があり，職場のデスクで食事を摂り

つつ仕事する女性に対し，男性上司が「今日も頑

張ってるね（略）（がんばりが）顔に出ているうちは

ブロじゃない」と言う。第一弾はセクハラ・パワ

ハラではないかという批判を受け，放送中止とな

った。

＂就職活動に関する情報を共有したり，就職活動

に関するイペントが行われたりする場を指す。

＂求人情帽などの情較を提供し，企業と就職活動

する人を繋ぐプラッフォーム。

"エントリーシートの書き方や面接対策など，就

職活動における常識やコツを提示するもの。紀伊

国屋書店では本の分類に「就職・資格」を設けて

おり，そこに置かれるような本を総称して言う。

＂引用文献には， webページの本文から引用箇所

のあるもののみ掲載

"「就活化粧」「就活 メーク」の検索結果の大

半が「就活 メイク」の検索結果と同じだったた

め，「就活 メイク」のみ注目する。

＇‘②③は関連するページであり，⑧⑨は同じ内容

のリンク違いだった。このうち， トップページに

「身だしなみ」項目があるものは，①＠逗)@@⑩

だった。就活支援ポータルサイトが発信している

情報がほとんどである。本文を示す。

＂ 「恥をかかないための就活マナー」，マイナピ

2018 

https://job.mynavi.jp/conts/2018/manner/, 最

終閲覧2017.12.4

II「先輩500人が迷った就活マナー：身だしなみ」，

キャリタス就活 2018, https:/ /job.career-

tasu.jp/2018/guide/more/manner/03.html, 最

終閲覧2017.12.4

"「社会人と接する「最低限のマナー」面接 敬

語電話メール」，リクナピ 18,

https://job.rikunabi.com/2018/contents/articl 

e/edit-manner-index7 /u/, 最終閲覧2017.12.4

”「絶対コレだけは抑えたい就職面接 16のマナー
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2014.10.02」,NAVERまとめ．

https:/ /matome.naver.jp/ odai/21371177537595 

85101, 最終閲覧2017.12.4

" 「就活マナー」, AOKI. https:/ /www.aoki-

style.com/static/recruit/magazine/pc/manner 

/m_08/, 最終閲覧2017.12.4

ロ 「就活マナー「下らない」批判に社会人も賛同

「ノックは2回でいいよ」「マナーしか気にしない
面接官はいない 2015.3.14」．キャリコネニュー

ス．

https:/ /news.careerconnection.jp/?p~ 郎 6, 最
終閲覧2017.12. 4 

コ「就活マナー60秒講座「これだけは押さえてお

きたい」厳選問題20選（三択クイズ）」,Jobweb, 

https:/ /www.jobweb.jp/post/a-26782, 最終閲覧
2017.12.4 
以 「就活マナー」, Rakuten みん就．

https://www.nikki.ne.jp/magazine/e.rchive/ca 

tegory/, 最終閲覧2017.12.4

ぉ⑧⑩に同じマイナピのサイトが出た。これは．

①との連携サイトであり．②は③④の引用まとめ

だった。

“ 「就活メーク」．資生堂, http://shuke.tsu-
beauty.shiseido.co.jpム最終閲覧2017.12.4

” 「キレイを引き出す就活メイクのポイント 1就
活応援！好印象メイク」．花王ソフィーナ．

http://www.sofina.co.jp/me.keup/shukatsu/, 

最終閲覧2017.12. 4 

ョ「就活メイクの大原則—女子学生のための就活メ

イク講座」．名大社．

http:/ /www.meide.ishe..co.jp/shinsotsu_howto 

/makeup/, 最終閲覧2017.12.4

謬 「就活メイクの定番ナチュラルメイク～面接好

印象の化粧方法 2017.11.20」．ゼロワンマガジン．

株式会社そると．

https:/ /Olintern.com/magazine/archives/2598, 

最終閲覧2017.12.4
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” 「普通の化粧とは違う「就活メイク」の基本。
女子就活生が気をつけるぺき事は？」．就活

SWOT, 株式会社エイリスト．

https:/ /swot.jp/shinsotsu/18407/, 最終閲覧

2017.12.4 

"「プロが教える就活メイクのポイント」．リクナ

ピ．

https:/ /job.rikunabi.com/contents/howto/441 

2/, 最終閲覧2017.12.4

エ 「就活メークの豆知識＆企業の本音」．マイナ

ピ2018,

https:/ /job.mynavi.jp/conts/2018/tok/p/8897 

／．最終閲覧2017.12.4

コ 「女子学生の就活メイク• お化粧．何が正解な

の? 2017.10.31」．インターンシップガイド．株

式会社futurelabo,

https:/ /internshipguide.jp/ columns/view /shu 

katsu_makeup, 最終閲覧2017.12.4

＂これに限定した理由は．就活生は面接官に合う

場面での身だしなみについて悩むと想定したから。

町（声）お化粧は義務なのでしょうか」『朝日斬聞J

2017年2月21日

埠特集は 2回組まれ．その後も同年7月まで．断

続的に化粧に関する投書が掲載された。

" 2017年 10月27日．大阪府羽曳野市の府立懐風

館高校3年の女子生徒が．生まれつき茶色の頭髪

を黒染めするよう強要され不登校になったとして

府に約220万円の損害賠償を求めた裁判。

＂ 「働く女子を応援！」のコンセプトで女性向け

の記事を発信する．朝日新聞女子組の6周年記念

イペント。「化粧ってなんのためにするの？」は第

2部の題目であり．女装専門店の経営者兼メイク

アップアーティスト IMAと前掲の井土が出演し

た。

”個性的／一般的．堅実／柔軟のマトリックス表

上に．アパレルや金融などの業種がどの位置にあ

るか示されている。

園豪
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化粧行為の目的・効果
欠量暢賽

”社・
■e●● 

図1 化粧行為の目的・効果マトリックス

化粧行為における
多様性・両義性検討「は不十分,.... r• a•• -

図2 多様性検·~に対する量的研究への限界

非軍に やや あまり

心レビュー·•綱馴賣を-

賃的嗣天による

，，テコライズ
鑽遍・ 諷綱モデ）レ心lltl

非鴬に メークが
調査年

好きである 好きである好きではない好きではない 好きな

2008年 22.7 44 22.7 10.7 66.7 

2009年 30.7 42 20 7.3 72.7 

2010年 19.3 48 24.7 8 67 3 

2011年 22 50.7 20 7.3 72.7 

2012年 19.3 42.7 28 10 62 

平均 22.8 45.48 23.08 8.66 68.28 

褒2 化磁好意度

95 

メークが

好きでない人

33.3 

27.3 

32.7 

27.3 

38 

31.74 
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20~24歳（％） 対象看（％） 差（％）

自償をもちたい 68.3 茎 (-12,7} 

TPOに合わせるため 61.8 四盈 皿
層りから良く思われたい 58.5 22.2 (-36.3) 

紫外織から肌を守りたい 52 

゜ ゜気持ちを変えたい 48.8 33.3 (-IS.S) 

仕事や婁務に必璽 36.6 茎 四
イメージチェンジしたい 30.9 33.3 (+2.4) 

外気・乾爆から肌を守りたい 26 

゜
(-26.0) 

値性を表現したい 26 33.3 (+7.3) 

層りから外れたくない 22.8 22.2 (-0.6) 

その他 3.3 

゜
(-3.3) 

特にない

゜ ゜ ゜
表3 着段メーク実施理由

':":.-::: 亨’置：デ言干喫岳ば、：竺戸と？ぷ~：:~~、
表4 化粧頻度

1~5分 6~10分 11~15分 16~20分 21~30分 31分以上 平均（分）

20~24歳（％） 9.8 13.6 廷 芦 四 9.1 卑

対象看（％）

゜
33.3 33.3 22.2 

゜
11.1 16.I 

表5 化滋にかける時間
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アイシャドー

チークカラー

アイブロー

ファンデーション

口紅

アイライナー

マスカラ

アンダーメーク（下地）

フェイスパウダー

リッブグロス

BBクリーム

コンシーラー

リッブライナー

フェイスカラ―

コントロールカラー

その他のペースメイク

その他のポイントメーク

20~24歳(~·)

90.2 

87.9 

84.1 

83.3 

83.3 

83.3 

81.8 

74.2 

61.4 

61.4 

56.1 

52.3 

38.6 

32.6 

31.1 

6.8 

3 

対拿看(%)

66.7 

66.7 

77.8 

55.6 

100 

55.6 

44.4 

33.3 

66.7 

゜44.4 
゜゚
゜II.I 
゜II.I 

表6 化羞時アイテム使用率

M.M 

S.N 

R.S. 

Y.O. 

H.Y. 

E.K. 

Y.A. 

M.S. 

M.U 

高校以前

)( 

X 

x

x

x

x

x

△

1̂ 

高校

X 

X 

X 

X 

x
^
1
x
 0
 0
 

大学

X 

△ 

△ 

バイト時0

゜゚
゜゚
゜

就活

就活しなかった

゜就活するなら0
就活するなら0

就活しなかった

゜゚
゜゚

x: 日常的に化粧していない，△:たまに化粧する， o:日常的に化粧する

表7 化粧を始めた時期
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.,.,.,. 鼠鰻愛 愛はの化●n轟 所属化コl●:r. ft二a會-<tn a,,゚_.分ffのa 
M Iヽ ある．

`—• ●しい．

s,~ N. ●い，，，．
“ギ1"A..のみ9

化●11零●●い．

•ヽ
cぃ_u_

△ 
峡●會偉UIい

¥"O 一JI,,あ化る●．●止．

＾ HY ●しい.＂it●． ● tL. " 
lK 

ある． 0(,1レない糟贋1:.,

゜
64零外で9

●しい．

、.. ない． ·•"·· など..,、あり9
---

'" 峻剛全な緯いも．ぃ． ゜ ゜ ゜ない．

~• ti I 戟鯵堪拿で偉鯛が●●あいり．． 

゜ ゜
〇（●ffl'I) 

x: 日常的に化粧していない．△：たまに化粧する.o: 日常的に化粧する

褒8 高校時の化粧行為

平均年齢（歳）

毎日／ほぼ毎日化粧（％）

しなければならない意識（％）

OL 

38.1 

77.8 

42.4 

表9 「OLJ と「学生」の化粧行為•意識

叩鱈霧覺で》 零竺9零讀で9

●編 鼠書事<'•• ・霞 Iii書拿(",)

鼻だしなみとして 鼻だしなみとして

＇ 
9ークするのが 匹 メーク.,.るII)が 塁
●過だから ●遍I:から

、 eらんとした印●1こ ..... 曹らんとした印拿0: 4:!.6 
>,,tるため みせるため

｀ 9ークしていな""「2 .,.' ●分の量になるところe "0 暴ずかしいから ，，バーするた，，

. ●分の気になるとこ'!>. 3'6 
●分の量になるところ奮 )9.} 

カバーするため ●●するたの

｀ ●分の量に“るところを 202 
●分の■がより●力的に

177 
輪●するた，， みえるよ,t:

6 い會い0とした印●r: 2'7 
メークしていないのは

), .. 
みせるため 恥ずかしいから
.. ・-・-・・・------・・・・--・・・-----・・・ -------------------- --・・・・・・・・・-量---

ぃeぃeとしt:ln●に
7 畠分のみ●えがるよよりう重に力I'llこ -，1-、

みせるため
29.S 

イメー■ジtiアどッとブ會奮わはせかてるため

表10 「OLJと「学生」のメーク環由
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学生

19.l 

60.5 
23.5 
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